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【特集チーム】柏木 宏、青山 織衣、永井 美佳、早瀬 昇、増田 宏幸、村岡 正司、百瀬 真友美

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の流行により、市民活動の担い手や支援者た
ちはどんな課題に直面し、どう動いたのか。
状況を振り返るとともに、ポストコロナ社会
での市民活動を考えたい。

［特集］

コロナ禍　そのとき市民活動は
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
大
規
模
災
害
や
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

よ
う
な
社
会
経
済
の
危
機
的
な
状
況
に
お
い

て
、
市
民
活
動
は
、
被
災
者
や
生
活
困
窮
者

の
支
援
な
ど
で
、
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て

き
た
。津
波
に
襲
わ
れ
た
家
屋
か
ら
の
汚
泥
の

か
き
出
し
、
寒
空
の
下
で
食
事
の
提
供
…
…
。

こ
う
し
た
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活

動
と
、そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
存
在
は
、
人
々
の
脳
裏
に
強
く
残
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。 

　

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
中
に

拡
大
し
て
い
る
い
ま
、
市
民
活
動
の
ビ
ジ
ビ
リ

テ
ィ
は
極
め
て
限
定
的
だ
。
災
害
に
な
れ
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
躍
し
、
メ
デ
ィ

ア
が
相
次
い
で
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
に

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、大
勢
の
人
々
が
活
動

に
参
加
す
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
う
し
た
状

況
は
み
ら
れ
な
い
。 

　

で
は
、
市
民
活
動
は
、
社
会
的
な
役
割
を

は
た
せ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に

対
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
活
動
が

直
面
し
て
い
る
課
題
や
対
応
策
に
つ
い
て
、
整

理
、
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に

向
け
て
、
市
民
活
動
が
ど
の
よ
う
な
理
念
や

運
営
体
制
を
作
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
い

に
向
き
合
う
こ
と
も
必
要
だ
。 

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
こ
の
特

集
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
特
集
は
、３
点
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
１
は
、感
染
拡
大
に
と

も
な
う
政
府
の
政
策
な
ど
に
対
し
て
、
市
民

活
動
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
に

つ
い
て
、「
時
系
列
で
追
っ
た
年
表
」
で
あ
る
。

作
成
に
当
た
り
、
各
種
の
資
料
か
ら
情
報
を

収
集
、
整
理
す
る
と
と
も
に
、
市
民
活
動
の

具
体
的
な
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト

で
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
た
。
45
件
の
回
答

と
４
件
の
個
別
連
絡
を
い
た
だ
い
た
が
、ご
協

力
に
感
謝
し
た
い
。 

　
「
年
表
」
は
、
資
料
的
な
意
味
合
い
が
強
い
。

こ
の
特
集
に
お
い
て
も
、
同
様
な
意
味
を
も
た

せ
て
い
る
。し
か
し
、
生
じ
た
事
象
を
羅
列
し

た
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
の
動
き
や
感
染
状

況
が
、
日
本
の
政
策
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
き
た
の
か
。そ
し
て
、日
本
政
府
の
動
き

が
、市
民
活
動
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。

相
互
の
関
連
性
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

例
え
ば
、世
界
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、武
漢

か
ら
の
感
染
拡
大
が
中
国
の
全
人
代
延
期
に

つ
な
が
り
、
そ
れ
が
習
近
平
国
家
主
席
の
訪

日
中
止
を
招
い
た
。
そ
し
て
、中
国
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
も
国
家
非
常
事

態
を
宣
言
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
日
本
政
府
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
延
期
を
表
明
し
、
そ
の
後
、

日
本
の
感
染
対
策
が
具
体
化
し
て
い
っ
た
、と

い
う
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

国
内
で
は
、
２
月
末
の
安
倍
首
相
に
よ
る

全
国
の
小
中
高
へ
の
休
校
要
請
の
影
響
だ
け

で
も
、
次
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。
休

校
に
よ
り
、
家
庭
に
い
る
児
童
の
生
活
状
態

や
学
習
の
遅
れ
へ
の
懸
念
は
、子
ど
も
の
問
題

に
取
り
組
む
団
体
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
た
。
支
援
活
動
だ
け
で
は
な
い
。
問
題

の
大
き
さ
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ

柏
か し わ ぎ

木 宏
ひろし

法政大学大学院教授 

大学卒業後、渡米。アメリカで
NPOを設立、運営に携わり、
日本のNPO法制定運動や成
立後のNPOマネジメント普及
に尽力。関西を中心に、NPO
法人などの役員に就任。フェ
イスブックグループ「新型コロ
ナウイルスとNPO」を立ち上
げ、NPO間の情報交換やアク
ションを呼びかけるとともに、ポ
ストコロナの議論を喚起してい
る。大阪市立大学大学院教授
をへて、2017年から現職。著
書に、「NPOマネジメントハンド
ブック」など多数。 

れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
政
府
や
自
治
体

に
政
策
を
求
め
る
動
き
も
多
く
見
ら
れ
た
。 

　

こ
れ
ま
で
、
大
規
模
災
害
な
ど
に
お
い
て
、

市
民
活
動
は
、
常
に
支
援
者
と
し
て
登
場
し

て
き
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

休
止
と
な
っ
た
活
動
も
あ
り
、い
わ
ゆ
る
事
業

型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
に
、経
営
難
に
陥
っ
た
と

こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
支
援
を
求
め
る
側
に

も
立
っ
た
、と
い
う
こ
と
だ
。
緊
急
募
金
の
設

置
が
相
次
い
だ
の
は
、
医
療
や
生
活
困
窮
者

の
支
援
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
経
営
悪
化

に
対
す
る
支
援
の
多
さ
も
反
映
し
て
い
る
。こ

の
事
態
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
政
府
や
自
治

体
な
ど
へ
の
要
求
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
幅
広
い
動
き
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
第
２
に
コ
ラ
ム
、
第
３
に
論
説
記
事

を
含
め
た
。
論
説
記
事
で
は
、
ひ
と
つ
は
ア
メ

リ
カ
の
市
民
活
動
の
状
況
と
今
後
の
方
向
性
、

も
う
ひ
と
つ
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
社
会
と

市
民
活
動
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
ら
を
全
体

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
活
動
の
中
間
報
告

と
し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
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［特集］  コロナ禍　そのとき市民活動は 

い
ち
早
く
活
動
開
始
、武
漢
の

学
び
を
日
本
へ

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
海
外
災
害

　
　

援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
） 

　

中
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
の
緊
急
支
援
要

請
を
受
け
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
募
金
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
を
２
月
４
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
被
災
地
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
か
ら
始

ま
っ
た
救
援
活
動
だ
。
３
月
９
日
に
は
大
阪
大
学

と
連
携
し
た
学
習
会
「
中
国
・
台
湾
の
現
状
か
ら

学
ぶ
!!
」
を
開
催
。
事
務
局
長
の
吉
椿
雅
道
さ
ん

ら
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
共
有
さ
れ
た
中
国
の
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
情
報
を
通
じ
、
市
民
力
の
連
携
や
、
厳
し

い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
を
守
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

25
日
に
は
国
際
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
「
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
（
注
）」

を
発
足
。
世
界
14
か
国
の
民
間
支
援
の
現
状
と
経

験
値
を
共
有
し
、現
場
活
用
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
。 

　

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
の
活
動
を
知
っ
た
市
民
ら
も
、
そ
れ

ぞ
れ
身
近
に
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
。
大

阪
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
防
災
を
学
ぶ
学
生
７

人
は
、
大
阪
北
部
地
震
の
支
援
で
つ
な
が
っ
た
地

域
の
独
居
高
齢
者
１
２
０
人
に
押
し
花
を
添
え
た

手
紙
を
送
る
活
動
を
３
月
27
日
よ
り
開
始
。武
漢

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き
に
触
発
さ
れ
た
東
京

の
住
民
は
、自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
に
協
力

を
と
り
つ
け
、
高
齢
者
の
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
や
安
否

確
認
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
４
月
15
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。 

 

（
注
）International A
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O
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  C
om

m
unity R

esponse 

１
月
７
日

１
月
16
日

１
月
23
日

１
月
29
日

１
月
31
日

２
月
３
日

２
月
11
日

２
月
21
日

２
月
26
日

２
月
27
日

２
月
29
日

３
月
３
日

３
月
４
日

３
月
４
日

３
月
５
日

３
月
５
日

３
月
５
日

３
月
５
日

３
月
６
日

武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
判
明

日
本
で
最
初
の
感
染
確
認
を
発
表

武
漢
で
封
鎖
開
始

武
漢
か
ら
第
１
次
チ
ャ
ー
タ
ー
便
帰
国

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、緊
急
事
態
宣
言

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
、横
浜
沖
に
停
泊
し
日
本
政
府
の
検
疫
下
に
：
３
月
１
日
に
全
乗
客
乗
員
の
下
船
完
了

千
葉
県
勝
浦
市
の
地
域
お
こ
し
団
体
「
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
」
ら
が
ホ
テ
ル
三
日
月
の
隔
離
者
に
向
け
約
３
０
０
０
本
の
竹
灯
籠
で
励
ま
し

日
本
の
感
染
者
、１
０
０
人
突
破

安
倍
晋
三
首
相
、２
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
中
止
を
要
請

安
倍
晋
三
首
相
、３
月
２
日
か
ら
春
休
み
ま
で
全
国
の
小
中
高
校
・
特
別
支
援
学
校
に
一
斉
休
校
を
要
請

茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
コ
モ
ン
ズ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
茨
城
県
内
の
市
民
活
動
団
体
調
査
を

開
始
：
３
月
６
日
に
調
査
結
果
を
発
表

Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
税
務
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、内
閣
府
と
国
税
庁
に
要
望
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
伴
う
事
業
報
告
書
等
の

提
出
期
限
の
延
長
に
つ
い
て
」
提
出

中
央
共
同
募
金
会
、「
臨
時
休
校
中
の
子
ど
も
と
家
族
を
支
え
よ
う　

緊
急
支
援
活
動
助
成
事
業
」
募
集
開
始
：
３
回
で
計

５
４
７
団
体
に
総
額
約
４
４
４
５
万
円
を
助
成

き
ょ
う
さ
れ
ん
、厚
生
労
働
省
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
障
害
の
あ
る
人
及
び
障
害
福
祉
事
業
所
に
関
す
る
要
望

書
」
提
出

シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
、内
閣
府
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
係
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
支
援
に

関
す
る
要
望
書
」
提
出

内
閣
府
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
係
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
Ｑ
＆
Ａ
」
公
表

全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
む
す
び
え
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
開
始
：
全
国
の
こ
ど
も
食
堂
へ

の
食
品
等
提
供
を
呼
び
か
け

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ（C

enter for H
ealth and R

ights of M
igrants

） 

、本
国
か
ら
の
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
空
輸
が
止
ま
っ
た
外
国
人
を

日
本
の
医
療
機
関
に
つ
な
げ
て
日
本
で
処
方
で
き
る
支
援
を
開
始
：
相
談
者
の
大
半
は
旅
行
者
で
は
な
く
中
長
期
在
留
者

全
国
医
療
的
ケ
ア
児
者
支
援
協
議
会
、医
療
的
ケ
ア
児
者
家
庭
に
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
開
始
：
親
の
負
担
増
大
と
、消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル・

マ
ス
ク
等
の
不
足
に
対
し
23
日
か
ら
消
毒
液
や
ア
ル
コ
ー
ル
綿
を
送
付

２
０
２
０
年
１
月
～
５
月　

コ
ロ
ナ
禍
と
市
民
活
動
の
動
き

青
字
は
一
般
事
項
・
海
外
事
項
。
団
体
名
の
法
人
格
は
省
略
し
た
。

タ
イ
ト
ル
な
ど
の
固
有
名
詞
で
あ
っ
て
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」等
の
後
に（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）と
あ
る
場
合
は
省
略
し
た
。

※
５
月
の
事
項
は
25
日
ま
で
を
記
載
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脱
炭
素
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

地
球
の
平
均
気
温
は
工
業
化
前
と
比
べ
て

約
1
度
上
昇
し
て
い
て
、
す
で
に
世
界
中
で

甚
大
な
被
害
や
生
態
系
へ
の
悪
影
響
が
出
て

い
る
。
Ｃ
Ｏ
2
の
累
積
排
出
量
と
気
温
上

昇
は
比
例
し
、
今
の
ま
ま
排
出
を
続
け
る
と

２
１
０
０
年
頃
ま
で
に
４
度
以
上
平
均
気
温

が
上
昇
す
る
と
さ
れ
る
。
被
害
は
一
層
甚
大

に
な
り
、
地
球
環
境
が
元
に
戻
ら
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

世
界
の
目
標
は
、
京
都
議
定
書
で
一
般
的

に
な
っ
た
低
炭
素
か
ら「
脱
炭
素
」と
な
っ
た
。

２
０
１
６
年
に
発
効
し
た
パ
リ
協
定
は
、
平

均
気
温
の
上
昇
が
２
度
を
超
え
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
大
き
く
依
存
す
る
化
石

燃
料
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
省

エ
ネ
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
、
経
済
性
の

あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
速
に
普
及
し
て

い
る
。
す
で
に
多
く
の
国
が
50
年
に
脱
炭
素

を
め
ざ
す
と
宣
言
し
、
法
制
化
し
た
国
も
あ

る
。
日
本
も
、一
刻
も
早
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
の
政
策
に
転
換
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
は
社
会
・
経
済
制
度
、ま
ち
づ
く
り

や
暮
ら
し
方
の
大
き
な
転
換
が
必
要
で
、簡
単

で
は
な
く
痛
み
も
伴
う
が
、
よ
り
平
和
で
公
平

で
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
世
界
の
実
現

に
つ
な
が
る
。
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
・
経

済
の
実
現
は
、
人
類
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

  
事
務
局
長　

田
浦 

健
朗
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（提供＝ふたば国際プラザ）

著者は、阪神・淡路大震災
の約 2カ月後の 1995

年 3月に司法修習を終え、当初
から「災害」 に取り組む弁護
士として活動してきた。そのせ
いか、このガイドブックには、法
曹関係者にありがちな、人を突
き放すような〝専門家臭〟が無
い。被災者が制度利用するため
の解説や、施策の参考となる各
地の事例などの「マニュアル」
も充実しているが、災害対策の
あり方を具体的に提言してい
る。ここでは、そのうち特に意
識すべき三つの点を挙げてお
きたい。
　第一は、人のために「制度」
を活用するという原則。現行
の被災者救済や復興の仕組み

は、人（被災者）を制度という
「器」 に押し込めていると指
摘し、個々の被災者の人権に寄
り添う態勢をつくるべきである
と言う。
　第二は、法的根拠のない規
制を整理・撤廃すること。行政
の救済策の中には運用面で細
かい条件を付けていることが
少なくない。「みなし仮設住宅」
は「新耐震」を満たした住宅
以外認めない、といった類いで
ある。こうした条件には、法的
な根拠が無いケースも多く、表
沙汰になって批判を浴び、弥

び ほ う

縫
策的に条件を変えるといった
ことが繰り返されている。それ
は、被災者の救済の遅れにつな
がるという視点は重要だ。

災害ケースマネジメント
◎ガイドブック 
津久井進 著
合同出版、2020年1月
本体1600円＋税

　第三は、手続きの簡素化によ
る救済範囲の拡大である。行政
機関等は「申請主義」を根拠
に被災者に対し難解な書類の
提出を求め、その処理や審査に
時間がかかり、その結果、申請
に来ない人、来られない人を生
みだす。制度を運営する側がア
ウトリーチをするなど「職権主
義」に基づき幅広く被災者を救
済すべきであると提言する。
　著者がいちばん言いたいの
は、こうすることが被災者の救
済を実質的に保障する早道だ
ということだろう。新型コロナ
をめぐる混乱や対策の遅れは、
政治家や専門家、官僚らの意識
変革の遅れである。

編集委員　神野 武美

ア ゴ ラ

第67回

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
時
に
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
神
戸
市
長
田
区
。
多
国
籍
の
市

民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
萌ほ

う
が芽

し
た
こ
の
地
域
に
、
19
年
６
月
、ふ
た

ば
国
際
プ
ラ
ザ
が
開
館
し
た
。
国
籍
や

年
齢
の
区
別
な
く
、
地
域
と
と
も
に

市
民
の
利
用
を
推
進
す
る
多
文
化
共

生
の
拠
点
施
設
だ
。
当
時
は
避
難
所

に
も
な
っ
た
旧
二
葉
小
学
校
校
舎
の
１

階
に
入
居
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
、同
じ
目
的
を
有
す
る
施

設
は
、
中
央
区
の
神
戸
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
拠
点
の
み
だ
っ
た
。
増

加
し
続
け
る
外
国
籍
住
民
を
対
象
に
、

生
活
支
援
や
日
本
人
と
の
交
流
活
動

に
対
応
で
き
る
西
神
戸
地
区
の
新
拠

点
と
し
て
整
備
さ
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神

戸
定
住
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｆ

Ｃ
）
が
運
営
を
受
託
し
た
。
震
災
直

後
の
た
か
と
り
救
援
基
地
（
注
）
に
お

け
る
支
援
活
動
を
基
盤
に
発
足
し
た

Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
蓄
積
を

生
か
し
、外
国
人
住
民
の
生
活
ガ
イ
ダ

ン
ス
事
業
や
、交
流
・
相
互
理
解
事
業

な
ど
を
企
画
運
営
す
る
。

　
「
昨
夏
開
催
し
て
好
評
だ
っ
た
の
は
、

『
世
界
の
ゆ
う
れ
い
と
出
会
え
る

よ
！
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

『
多
文
化
お
ば
け
や
し
き
』
で
す
。
学

習
支
援
教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
衣
装

な
ど
を
作
り
、留
学
生
が
お
ば
け
に
扮ふ

ん

し
ま
し
た
」
と
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大
石

貴
之
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
発
令
中
は
、
一
時
休
館
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、

「
仕
事
が
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、
普

段
か
か
わ
り
の
あ
る
外
国
人
市
民
か
ら

電
話
で
相
談
が
来
た
。
施
設
長
の
志

岐
良
子
さ
ん
は
話
す
。「
身
近
に
相
談

で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
と
な
い
の
と

で
は
、
気
持
ち
的
に
も
ず
い
ぶ
ん
違
い

ま
す
ね
」

編
集
委
員　

村
岡 

正
司

ふたば国際プラザ
神戸市長田区二葉町7-1-18  ふたば学舎1階 1-5
電話：078-747-0280　FAX：078-747-0290
Email：fic@tbz.t-com.ne.jp
開館時間　水～土曜10 : 00～20 : 30
　　　　　火・日曜、祝日10 : 00～17 : 00
　　　　　月曜、年末年始（12/28～1/5）休館
　　　　　（月曜が祝日の場合は開館し、翌火曜に休館）

施設長の志岐良子さんとマネージャーの大石貴之さん 大ソテツが印象的なふたば学舎

多文化おばけやしきの入り口と内部
（提供=ふたば国際プラザ）

（
注
）阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、長
田
区
海
運
町
の
カ
ト
リ
ッ
ク
鷹
取
教
会
を
、避
難
所
兼
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
し
て
開
放
、

　
　
「
阪
神
大
震
災
た
か
と
り
救
援
基
地（
震
災
１
０
０
０
日
よ
り
た
か
と
り
救
援
基
地
に
改
称
）」と
し
て
運
用
さ
れ
た
。
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電子版での先行販売当初
から多くの反響を呼び、

ロングセラーとなっている本
書。表紙には「10 の思い込
みを乗り越え、データを基に世
界を正しく見る習慣」とあり、
データを客観視するためのノウ
ハウ本に見えなくもないが、本
書が訴えていることは、人とし
ての在り方にまで及んでいる。
世界を正しく見るためには、世
界に対する自分の誤った見方
と、その背景となる本能を理解
することが重要であるとしてお
り、データの読み方を技術的に
解説するノウハウ本と大きく異
なる本書の特徴となっている。
　書きぶりは筆頭著者である
ハンス・ロスリング氏による語り

かけが中心であり、各章では貧
困や教育、環境問題、健康と福
祉など、世界の持続性に関わる
多様な分野の統計データが登
場し、読者に対して質問が投げ
かけられる。この「問いかけ」
がなかなか興味深く、頭の中で
質問に回答しながら次のページ
をめくると、そこには驚きの事
実があり……という寸法だ。
　そうした文面構成から、本書
には多くの図表データが登場
するが、随所に織り交ぜられた
エピソードが解説を兼ねる形で
話が展開されており、読みにく
さを感じさせない。筆頭著者は
医師でありながら母国スウェー
デンでの国境なき医師団の設
立に携わり、多くの国際援助機

FACTFULNESS
（ファクトフルネス）
10の思い込みを乗り越え、デー
タを基に世界を正しく見る習慣 
ハンス・ロスリング、オーラ・ロスリング、
アンナ・ロスリング・ロンランド 著
上杉周作、関美和 訳
日経BP、2019年1月
本体1800円＋税

関でアドバイザーを務め、さら
には剣飲みの達人でもあると
いう経歴の持ち主。彼が経験し
てきた特徴的な体験の数々が
ユーモアを織り交ぜながら紹介
されており、まるで実際に対話
しているかのように引き込まれ
ていく。
　各章の締めくくりと最終章
では、正しく世界を見るための
「ファクトフルネス」 を実践
するためのヒントも示されてい
る。できれば拾い読みをせず、
まずはイントロダクションに目
を通し、ぜひ冒頭のクイズに挑
戦していただきたい。

編集委員　山本 佳史

ラ イ ブ ラ リ ー

第38回

「御伊勢講とほうそう踊り」
製作：民族文化映像研究所
1979年︱32分︱日本︱ドキュメンタリー　　
ＤＶＤ貸し出し問い合わせ先
民族文化映像研究所 minneiken@alpha.ocn.ne.jp

「志多伯獅子加那志演舞　無病息災悪疫退散願」
企画：志多伯獅子舞棒術保存会
撮影・編集：株式会社海燕社
YouTubeで無料視聴可能
https://www.youtube.com/watch?v=AxE9hqKrP80

シ ネ マ

第60回
～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

映
画
を
観み

る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な

い
日
常
を
、
誰
が
想
像
で
き
た

だ
ろ
う
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
、
疫
病
の

鎮
静
化
を
願
う
伝
統
行
事
の
記
録
を

紹
介
し
た
い
。

　

日
本
の
農
山
漁
村
の
暮
ら
し
や
文

化
を
映
像
で
記
録
し
て
き
た
民
族
文

化
映
像
研
究
所
の
作
品
群
の
中
に
、

『
御
伊
勢
講
と
ほ
う
そ
う
踊
り
』
が

あ
る
。「
ほ
う
そ
う
」
と
は
天
然
痘と

う

の

こ
と
。
鹿
児
島
県
大
浦
町
宮
園
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
を
１
９
７
９
年
に

記
録
し
た
も
の
だ
。

　

こ
の
集
落
で
は
人
々
の
健
康
を
願

い
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
「
え
し
ょ
」
役

が
、
御
伊
勢
様
の
祠ほ

こ
ら

を
一
年
間
家
で
お

祀ま
つ

り
す
る
。
２
月
11
日
、全
世
帯
が
お

供
え
を
携
え
て
「
え
し
ょ
」
の
家
に
集

ま
り
、
祈
り
の
あ
と
女
た
ち
が
御
伊
勢

様
の
前
で
幾
つ
も
の
踊
り
を
奉
納
す

る
。

　

病
気
の
原
因
と
さ
れ
る
疫
病
神
、ほ

う
そ
う
神
に
祈
る
唄う

た

は
「
今
年
は
良
い

年
お
ほ
そ
（
ほ
う
そ
う
）
が
は
や
る
。

お
ほ
そ
神
様
は
派
手
好
き
。
踊
り
踊
れ

ば
き
っ
と
軽
く
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
意
味
だ
。

　

こ
の
日
、
女
た
ち
は
み
な
、
き
れ
い

な
着
物
を
ま
と
う
。
自
分
た
ち
で
育
て

た
農
作
物
で
つ
く
る
お
供
え
料
理
は
ハ

レ
の
日
の
ご
ち
そ
う
だ
。
わ
ず
か
21
戸

の
集
落
な
が
ら
、
神
様
を
祀
る
仕
組
み

が
し
っ
か
り
と
組
織
さ
れ
、
行
事
を
大

切
に
つ
な
い
で
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

　

疫
病
の
正
体
が
分
か
ら
な
い
時
代

は
、
神
に
祈
る
ほ
か
、
な
す
す
べ
が
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
健
康
祈
願
や
五
穀

豊ほ
う
じ
ょ
う穣

を
祈
る
地
域
の
行
事
の
切
実
さ

が
、
今
の
こ
の
時
期
な
ら
実
感
を
持
っ

て
分
か
る
気
が
し
た
。

　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

沖
縄
県
八
重
瀬
町
志
多
伯
区
。
４

月
５
日
に
行
わ
れ
た
獅
子
舞
の
映
像

が
緊
急
ア
ッ
プ
さ
れ
、
視
聴
１
５
０
０

回
を
超
え
た
。
志
多
伯
の
神
獅
子
は
、

毎
年
旧
暦
８
月
15
日
と
年
忌
の
豊
年

祭
の
み
に
演
舞
さ
れ
、
そ
れ
以
外
で
の

使
用
を
禁
じ
て
い
る
。
病
気
の
元
凶
や

悪
霊
を
祓は

ら
い
、
五
穀
豊
穣
、
地
域
の

繁
栄
を
祈
願
す
る
沖
縄
独
特
の
伝
統

芸
能
だ
。
約
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ

が
、
旧
暦
八
月
十
五
夜
の
祭
祀し

以
外
で

舞
う
の
は
初
め
て
だ
と
い
う
。
本
州
と

は
見
た
目
も
ず
い
ぶ
ん
違
う
迫
力
あ
る

獅
子
舞
を
、
ネ
ッ
ト
上
で
観
る
こ
と
が

で
き
る
。

今
月
の
作
品「
御お

伊
勢
講
と
ほ
う
そ
う
踊
り
」

　
　
　
「
志し

多た

伯は
く

獅し

子し

加が

那な

志し

（
注
）

演
舞　

　
　
　

無
病
息
災
悪
疫
退
散
願
」

●今月の館主

沖縄県生まれ。柴田昌平監督作品のプロデュース、配
給を行う。今年で 14 年目の上映となる長編記録映画
「ひめゆり」（2007）は 8月に大阪・第七藝術劇場、
9月に東京・ポレポレ東中野で上映予定。「森聞き」「千
年の一滴」など自主上映を募集中。

大
お お が ね く

兼久 由
よ し み

美 イラスト：杉浦 健

（
注
）加
奈
志
は
琉
球
王
国
時
代
よ
り
使
わ
れ
る
尊
称
の
接
尾
辞
。
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